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表 3 次元 CAD のカリキュラム
回数 内容
製図法投影法の説明・作図(三角法) 
2 製図法 2 三面図から見取り図を作成 
3 製図法 3 ドラフターを使い図面を作成 
4 CAD 基礎操作押し出し 
5 CAD 基礎操作 2 :回転とスイープ 
6 CAD 基縫操作 3 :ロフト 
7 CAD 基礎操作 4 :アセンブリと図面化 
8 CAD 基礎操作 5 :修得課題 
9 試作分担して部品を作成 
10 試作 2 :分担した部品のアセンブリ 
11 試作 3 : 3 D プリンターによる試作
表 I に示す 1 固から 3 回は CAD 利用の前提と
して図面の見方、書き方を学び、実際に課題の図
面をドラフターで手書き製図を体験するステップ、 
4 固から 8 回は CAD の基本操作につきオンライ
ンチュー卜リアルを利用して習得し、課題を短時
間で作成し、簡単なモデルを三次元プリンターで


















図 1 基礎コース修了証書 
(6) 実施例 2 ーモデルロケット
モデjレロケ ッ トに目をつけたのは、筆者が2007





















2 モデルロケ ット の安全な取り扱い 
3 準備されたモデルロケットの組み立て 
4 安全な打ち上げ手順にそった演習 
5 自作モデルロケ y トの設計、製作 
6 自作モデルロケット打ち上げ














本テーマでも 1 ・ 2 回の基礎知識編、 3 ・ 4 回の























ージ ) を追加するなどの追加拡充を考えたい。 
(2) 備品の拡充
現在保有している機器は 3 次元 CAD (Solidｭ 
works) 、 NC 型の簡易加工機 (MDX40) 、試作機 
3 次元プリンター (uprint) 、リパースエンジニア
































図 7 葺き替え道具のミニチュアモデル展示 
(5) 単位との関係
現在、ものづくり工房の活動は単位と全く関係
なく実施しているが、実施内容の一部を他授業に
取り入れて一部単位化という方法も考えられる。
しかしながら、ものづくり工房の活動は、あくま
で自由にモノを作る場という観点から実施してい
るので本取り組み自体の単位化は考えていない。 
4 結言
本稿では、本学教育講師の有志が数年前から始
めた泥臭い手作り型の「ものづくり工房J 活動を
紹介した。工房の充実については今後のたゆまざ
る活動とスパイラ jレアップが必要である。
また、本学が目指す実践的技術者の育成には、
大学全体として「現実的ものづくり教育J の必要
性を更に明確にし、各種支援策の積極的推進が必
要である。併せてリアルなものづくり教育を早期
に受けている工業高校出身学生のリーダーシップ
が「ものづくり教育の活性化」に資するところ大
であると期待している。
